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序．「メノロギオン」について  






















関わる殉教者・聖人たちが含まれる。   
①アルメニア（9／26〔c£324－337〕，9／27〔同〕，9／30〔同〕，11／7〔c£   
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284－305〕，11／26〔cfこ802－811〕，1／9〔c£253－260〕，1／20〔c£457－474〕，2  















用しうるゆえんである。   
それだけでなく，この「メノロギオン」は，④ローマ教皇 ①ローマ典礼の  
聖人暦にあって親しい聖人たち をも多く含んでいる。   
④ローマ教皇（11／24〔c£98－117〕，1／2〔c£324－337〕，2／18〔c£457－  
474〕，2／20〔c£ 64卜668〕，3／12〔cfこ582－602〕，3／16〔cfこ117－138〕，4／  
8〔c£408－450〕，4／13〔cf：64卜668〕，4／17〔c£527－565〕，7／28〔cfこ408  
－450〕，8／2〔cfこ253－260〕，8／5〔c£249－251〕，8／27〔c£337－361〕）。   
①ローマ典礼で著名な聖人（12／7〔正395－408〕，3／14〔c£527－565〕，6  
／15〔cfこ408－450〕，8／28〔c【408－450〕など）。   
さらにビザンツ史からは，いわゆる聖人たちだけでなく，①公会議 ⑦地震  
などの天災 などからも多く記念日が採られている。   
①公会議（10／11～／17の間の日曜日〔cf：780－797〕，5／22〔c£379－395〕，5  
／28および復活節第7主日〔cf：324－337〕，7／13～／19の間の日曜日〔cf二 641－  
668〕；四旬節第1主日〔c£842疇867〕）。   
①地震（9／25〔cfこ408－450〕，10／26〔c£717－741〕など）。   
以上のように，この「メノロギオン」は，単にビザンティン典礼教会の聖人  
伝として興味深いだけでなく，地中海からさらに束に伸びる典礼のための暦・   
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伝記史料として有効であり，同時に西方ローマ教会や，ビザンティン帝国の一  






















1．帝政ローマ（ビザンツ遷都以前）   
14－37   ティベリウス   
2／26 「サマリアの聖フォティニア殉教女。彼女はイエスがヤコブの泉で  
語らった女性である」。  
37－41  カリダラ  
41－54  クラウデイウス  
54－68  ネロ   
2／17 「聖マリアンナは，聖フユルップ使徒の姉妹であった」。   
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10／14 「聖ナザール，ジャールファース，プロターズ，ツェルズイウス殉  
教者。ジャールファース，プロダーズは兄弟で，二人の子どもたちとともにネ  
ロ帝の下で64年，ミラノにて殉教の死を遂げた」。   
4／15 「聖バズイリッサ（レギナ）およびアナスターズイア殉教女。ネロ  
の下で69年に殉教した」。  
68－69   ガルバ  
69－79   ウェスパシアヌス   
3／2 「聖ヘズイク（ヘシュキウス；またはイスキウス）は，聖ペーテル  
の弟子であり，ぺ－テルが司教に叙階して，58年ごろ6人の仲間とともにヒス  
パニアへ遣わした。ほとんど，司教座のあるカルケサエないしカゾルラツとい  
う町で敢えていたが，同地にて殉教の死を遂げた」。   
3／24 「聖アルテイムは，セレンツイアイの生まれで聖パールがテツサロ  
ニケの司教として叙階した」。  
10／30 「聖生のペーテルわれらが師父，シラクサの司教。聖ペーテルの弟  
子であった」。   
2／9 「聖マルツェル司教は，2人の同志，すなわちフィラーグリウス，  
キプルスの司教，およびボンダラーツ，タウロメーンの司教とともに型ペーテ  
ルの弟子であり，彼自身もシチリアの司教であった。ユダヤ人が殺害した」。   
6／18 「聖レオンティン殉教者。フェニキアのトリポリスの軍人であった。  
彼が回心させた聖ヒパート，テオドゥルとともに，地方総督ハドリアンが威嚇  
をもって拷問にかけ，73年ヴエスパシアンの時代，ついに処刑した」。   









裡に没した」。   
7／9 「聖ボンダラーツ聖職殉教者。シチリアのタウロメーニアの司教。  
聖ボンダラーツはアンティオキア生まれで，聖ペーテルが司教に叙階し，シナ   
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リアのタウロメニアに遣わし，当地にて殉教の死を遂げた」。  
11／4 「聖ニカンドロス，ミュラの司教とヘルメウス司祭。多くの異教徒  
を回心させた。使徒たちの弟子である聖ティトスが彼らを叙階した。迫害の時  
期に，ある洞窟に隠れ住み，ここで彼らに死が訪れた」。   
8／24 「聖エウテイク聖職殉教者，聖ヤーノシュ福音記者の弟子は，多く  
の場所で説教を行い，多くの場所で鞭打たれ，投獄され，火をもって拷問を受  
けたりさえした。しかしこれらすべてをくぐり抜け，最後は静穏な死を迎えた」。   
5／28 「聖エウテイク，メリティネの司教，聖職殉教者。彼は使徒たちの  
弟子であり，小アルメニアにて使徒的活動をおこない，殉教した」。  
79－81  ティトス  








96－98  ネルヴァ  
98－117  トラヤヌス   
9／22 「聖フォーカース聖職聖生殉教者。スイノペの司教。聖フォーカー  
ス，ボントウスのシノペ司教は，102年にトラヤーン帝の下，殉教の死を遂げ  





11／24 「ローマの聖ケレメン。聖ベトロ使徒長の弟子で，教皇位の第3代  
の後継者として91年から100年まで教皇位にあった。トラヤヌス帝時代に殉教  
の死を遂げた」。  
11／26 「崇敬に催するわれらの師父，オスロボスもしくはキオニタ（柱上  
行者）アリプ。ビテユニアのハドリアノポリス（ドリナーポリ）の生まれ。ま  
ず助祭となり，次いで隠遁生活に入り，柱を立ててそこで53年間にわたって痛   
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聖堂に安置された」。   
4／27 「聖シモン聖職殉教者。主の親類。他の名としてはアルフェウスと  
も呼ばれるクレオプア，すなわち聖ヨージェフの兄弟，の息子である。兄弟で  
ある聖ヤカブを継いでエルサレムの司教となった。トラヤヌス帝の下，109年  
に十字架刑により没した。102歳であった」。   
6／19 「聖ゾシム殉教者。トラヤーンの治世下，109年に殉教した」。   
7／3 「聖ヤチント殉教者はトラヤヌス帝の秘書下僕であったが，帝がカ  
ッパドキアのカエサリアで彼のことをキリスト教徒だと知ると，特別に迫害し，  
ついに彼は108年牢獄で餓死した」。   
7／12 「聖プロクルスとヴイドール（ヒラール）殉教者は，トラヤヌス帝  
の下，106年にアンキュラにて殉教した」。  
117－138 ハドリアヌス   




あまり程なく114－126年の間に娘たちの墓で亡くなった」。   
9／18 「聖アリアドネ殉教女。ハドリアン帝の下で（76－138）．フリギア  
にて殉教の死を遂げた」。   
9／20 「聖エウストラトス大殉教者とその妻テオビスタ，それに二人の息  
子アガいプとテオビスト。ローマにおいてハドリアヌス帝（76－138）の命に   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝拘の歴史  











括りつけられて殺された」。   
2／6 「聖生のブコール，スミルナの司教，われらの師父。聖ヤーノシュ  
福音記者の弟子であった。聖ポリカルプの後，ヤーノシュ自身がスミルナの司  




ウスの下で殉教の冠をかち取った。126年のことである」。   
3／16 「聖シヤーンドル・ローマ教皇，聖職殉教者。ハドリアヌス皇帝が  
132年に処刑した」。  
138－161 アントニヌス・ピウス   
4／21「ベルゲの聖デイヴァダール司祭殉教者は，母フィリッペー ととも  
に，パンフイリアのベルゲという町で142年に殉教した（別伝によれば220年と  
される）」。   
5／13 「聖グリツエリア殉教女は，トラキアのトラヤノポリスないしへラ  
クレアにおいて，アントニーン皇帝の下で141年に殉教した」。   
5／24 「聖メレート，ストラテイラート ヤーノシュ，イシュトヴァーン，  
およびその他1128人の同志殉教者。154年，アントニン皇帝の下で殉教した」。   
5／31「聖ヘルミアス殉教者は，カッパドキアのクマナで，アントニン皇  
帝の時代に軍人であった。141年に殉教した」。   
7／26 「崇敬に催するピロシュカ（パラスケーヴァ）殉教女。アガトンと  
ポリティアというローマ貴族の両親の娘で，ローマ郊外の村で金曜日に生まれ  
た。それゆえに「金曜日」という意味を持つパラスケーヴァという名を得た。   













161－180 マルクス・アウレリウス・アントニウス  
11／11「聖ヴイクトルとステファーニスは二人ともエジプトの生まれで，  
アントニウス帝の下で160－177年ごろ，殉教者となった」。   
2／23 「聖ポリカールプ，スミルナの司教，聖職殉教者。型ポリカールプ  
は，聖ヤーノシュ福音記者の弟子であり，聖ブコールの後任としてスミルナの  
司教座に就いた。司教への叙階は，聖ヤーノシュ自身より受けた。雄々しき説  
得力ある信仰告白のゆえに，167年，95歳にて焚刑に処せられた」。   
3／4 「聖パール殉教者とその姉妹ユリアンナ。アウレリアーンの下，プ  







された。   
もう－一人の聖エステイン殉教者と六人の同志。その中には聖カリトンが含ま  
れるが，彼らはその後の時代に殉教し，10世紀以降，われらの典礼番に現れる」。  
180－192 コンモドゥス  
10／22 「聖アヴュルキオス，ヒエロポリスの司教，奇跡行の准使徒。ヒエ  
ロポリス，別の名でバブクは，エウフラテス河畔にある。この集落の使徒は，180   
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－186年ごろの人，聖アペルキオスである」。  







193－211 セプティミウス・セウエルス   




ンプの奇跡を通じてキリスト教徒となった着たちである」。   
9／17 「聖エウラーンプはカラランプの名で2月10日に記念する人物であ  
る」。   






ついには央で殺された」。   
8／23 「型イレーン，リヨンの司教。120年ごろ小アジアに生まれ，聖ポリ  
ュカルポスの範子となった。フランスのリヨンで司祭，後に司教となった。当  
時の異端諸派を駁す多くの塞要な論駁番をギリシア譜で著した。セプティ ミウ  
ス帝の時代，202年に殉教の死を遂げた」。   
5／7 「聖アーコシュ殉教者。マクシミアンの下で，ビザンツにて199年殉  
教した」。  
211－217  カラカラ  
217－218 マクリヌス  
1／12 「聖タティヤーナ殉教者おとめ。ローマの貴族階級の家族の子であ  
り，教会による奉仕活動に加わっていた。彼女が信仰を否定することを望まな   





218－222 ヘリオガパルス  
222－235 アレクサンデル・セヴェルス  
235－238 マクシミヌス・†、ラクス  





12／10 「聖メーナ，ヘルモゲーンおよびユウダラーフ殉教者たち。聖メー  




もと，アレクサンドリアにて235年に殉教の死を遂げた」。   
3／18 「聖シヤーンドル，コロジュ，エウフラーズイアおよび他の殉教者  
たちは，マクシミアンの下，ミアツソンにて237年に殉教した」。  
249－251 デキウス（250－304キリスト教徒大迫害）   











10／28 「聖テレンティウスとその妻ネオニッラ殉教者，および7人の子供。   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  












11／25 「聖メルクリウス殉教者は，カッパドキアのカエサリアにて軍人で  
あった。デキウス帝の下で，225年に殉教の栄冠をかち取った」。  
11／29 「聖パラモーン殉教者は，375人の同志とともにデキウス帝とアクイ  
リン地方総督の下で，250年に殉教した」。  
12／12 「聖シヤーンドル，エルサレム司教殉教者。デキウス帝の時代（249  
－251年）に殉教した」。  






12／23 「クレタの10殉教者の記念。彼らの名は，テオドゥル，サトウルニ  
ン，エウポル，ゲラーズ，エウニキアーン，ゾーテイク，アガトプス，バスイ  
リデス，エヴアリストそれにボンピウス（別説によればクレオメン）である。  
デキウス帝の下で，多くの拷問を受けた後，250年に斬首され，殉教した」。   
2／1「聖トリフォン殉教者。デキウス帝の下，ニケアにて250年に殉教し  
た」。   
2／5 「聖アーゴタおとめ殉教者。シチリアのパノルムスに生まれた。シ  
チリアの行政官クインティアーンの罪深い申し出を拒絶したため，カタニアで  
投獄され，251年に没した」。  
「聖テオドゥラ殉教女。キリキアのアナザルビにて，デキウスの下で殉教   
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した（249－281）」。   
3／5 「聖コノーン殉教者。きょうわれらは，この名で2人の殉教者を記  
念する。一人は使徒時代にイザウリアのビダナで殉教し，もう一人は〈キュプ  
リス〉 という添え名を持つ者で，251年デキウスの下，パンフイリアにて天上  
の冠をかち取った。両足を鎖で縛られ，串の前に据えられて，祈りのうちに息  
経えるまで膝で歩くよう強いられた」。   
3ノ10 「整クアドラート殉教者と同志：ツイプリアーン，アネクト，クレ  
スケンス，デーネシュとパール。258年ごろ，デキウスとヴァレリアーンによ  
る迫害の時期にコリントにて剣で殺された」。   
3／23 「聖ジューズー聖生殉教者と199人の弟子たち。聖ニコーンはナポリ  
生まれの司祭で，後に司教となった。師にして上長なるこのジューズーととも  
に，199人の修道士同志たちも，250年，シチリアにてクインティアン地方総督  
の下で殉教の死を遂げた」。   
4／10 「里テレンティウス，アフリカーン，マクシム，パーンフィルその  
他36人の殉教者。デキウスの下で鞭打たれ，さまざまな拷問用具で苦しめられ  
た末に処刑された。25卜255年のことである」。   
4／17 「メリッサの司教聖アーコシュは，デキウス帝の時代（249－251）  
に激烈な迫害を受け，殉教した」。   
5／7 「聖クァドラートス殉教者は，こコメディアにて，デキウスとワレ  
リアンの時代に殉教した」。   
5／9 「里クリストフ殉教者はヂキウス帝の下で，250年に殉教の死を遂げ  
た」。   
5／14 「キオスの聖イスイドル殉教者。アレクサンドリアに生まれる。キ  
オス島にてデキウス帝の下250年に，ある泉に投げ込まれるが，死に至らなか  
ったので，後に剣で殺された。泉の上には後世聖堂が建てられ，その水は癒し  
のカがあるとされた」。   
5／18 「車ペーテル，デーネシュ，クリスティナ，アンドラーシュ，パー  
ル，ベヌー，パウリン，ヘラークリウス殉教者。彼らは黒海沿岸のランプサク  
にてデキウス帝の下で250年に殉教した上   
6／17 「聖イゾル，バズィル，インツェ，ヘルミアスと同志殉教者。聖イ  
ゾルと3人の同志殉教者。アテナイ人で，マケドニアのアポッローニアにて3  
世紀に殉教した」。   
7／9 「聖キリル殉教者は，クレタ島のゴルティナで，デキウス帝の下で   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ピザンツ帝国の歴史  
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殉教した。まず焚刑に定められたが，火が彼に何ら害を及ぼさなかったために  
釈放された。だが後に再び捕らえられ，249－251年の間に斬首された」。   





る」。   
8／17 「聖ミュロン聖職殉教者は，デキウス帝の‾Fでアカイアのキュズイ  
ケにて，多くの拷問を受けた後，剣により殉教の死を遂げた。249年のことで  
ある」。←249／50に迫害令発布  
25卜253  ガルス  
253  エミリアヌス  
253－260 ウァレリアヌス（ガリエヌスの父，257，258に迫害令発布；260ペ  
ルシアの捕虜となる）  
10／29 「ローマの聖アナスターズイア殉教女については，12月22日に記念  
する聖アナスターズイアと区別するために 〈年長の〉 という名で呼んでいる。  
修道女として処女性のうちに，篤信の生を生きた。多くの苦しみを受けた後，256  
年，ヴァレリアーンとガレニウスの時代に斬首された」。  
1／9 「聖ポリエウクト殉教者は一兵卒であった。アルメニア国のメレテ  
ィネ，エウフラテス州で255－259年の間に殉教した」。   
2／9 「聖ゲーザ（ニケフォロス）はヴァレリアーンの下，260年ごろにシ  
リアのアンティオキアにて殉教した」。   
5／16 「聖ティホーンわれらの師父，キプロスのアマトウス司教。キプロ  
ス島にて，5世紀に生きた。奇跡行者として著名であった」。   







ると，彼を捕らえてデキウス帝の前へ引き出し，皇帝は彼に宝物を要求した。   




年8月10日に処刑された」。   
8／2 「ローマ教皇聖イシュトヴァーン聖職殉教者とその同志たち。ヴァ  
レリアンとガリエーンの時代，205年（※257年の誤り）に殉教した」  
253－268 ガリエヌス〔260寛容令〕  
268－270 クラウデイウス・ゴテイクス  
270－275  アウレリアヌス  
1／30 「聖イポリ・ボルトウスロマナの司教，聖職殉教者は271年，多くの  
拷問を受けた後，海に投げ込まれた」。  







11／29 「聖フィルメーン殉教者はアウレリアーン皇帝の時代の迫害により，  
フェーリクス地方総督の下で，まずは火あぶりによって試みられ，次いで手足  
を一本ずつ切り落とされて，ついに270年，アンキュラで処刑された」。   






アウレリアヌス帝の治世下，272年のことである」。   
3／14 「聖シヤーンドル司祭は272年，マケドニアのビュドナで殉教の死を  
遂げた」。   
6／3 「聖ルキリアーン殉教者とその子供たち，コロシュ，ヒパート，パー  
ルそしてデーネシュ，そして聖パウラおとめ殉教者。聖ルキリアーンとその4  
人の子伐たち，コロシュ，ヒパート，パールそしてデーネシュ，同じく聖パウ   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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ラは，アウレリアーンの【F，273年にビザンツで殉教の死を遂げた」。   
6／23 「聖アグリッピン殉教女。聖アグリッピン殉教女は，ローマに生ま  
れ，後にシチリアに移り，ここで非常に多くの奇跡を行い，アウルレリアンの  
‾Fで270－275年の間に殉教した」。   






総督は娘を斬首した。270年のことである」。   
9／2 「聖ママス殉教者。聖ママスはキリスト教信仰のゆえに牢獄に入れ  
られた両親から，パフラゴニアのガンダラにある牢獄で生まれた。ローマで，  
大叔母のアンミアが育てた。5歳までものが言えなかったが，このとき話し始  
め，巌初の言葉で育て親を 〈ママ〉 と呼んだ。ここから彼は 〈ママス〉 と呼ば  
れるようになった。彼の生涯は，長きにわたる殉教であった。ついに272／273  
年ごろ，カッパドキアのカイサレイアで殉教の死を遂げた」。  
275－276  タキトウス  
276－282 プロブス   
9／6 「聖エウドクス殉教者と1204人の同志。聖エウドクスは280年に殉教  
した」。   
8／23 「聖ファルカス（ルブス）殉教者は聖デメテルの従僕で，主人と同  
様，彼もまた死によって信仰の真実性を証しした。278年のことである」。   
9／19 「聖トローフィム，サッバーツとドリメード殉教者。聖トローフィ  
ムとドリメードはアンティオキアにて，聖サッバーツはフリギアのスインナデ  
イにて278年に殉教の死を遂げた」。  
282－283  カルス  
283－284 ヌメリアヌス   




トは妻をもキリスト教に回心させた。彼らはヌメリアーン皇帝の時代，ローマ   
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にてサラリアーン街道にある砂場に連れて行かれ，砂と石の中に投げ込ま  
れ，284年に生き埋めにされた」。   
2／4 「聖ヒアードル（ヤードル）殉教者は283年，キリストのために殉教  
した」。   







ろのことである」。   




ッサにて284年ごろに殉教した」。   




284－305 テざィオクレティアヌス   
9／3 「ニコメディアの司教，聖アンティム聖職殉教者。288年よりニコメ  
ディアの司教であった。デイオクレティアンの下で302年に殉教の死を遂げた」。   
9／7 「聖ソーゾン殉教者は小アジア出身の羊飼いであった。キリスト教  
信仰のために288－304年，火あぶりの刑に処せられた」。   
9／12 「聖アウトノーム聖職殉教者。聖アウトノームはあるイタリアの町  
の司教であった。ニコメディア湾のそばにあるソーレイでデイオクレティアヌ  
ス帝の下で294－298年ごろ殉教の死を遂げた」。   
9／16 「名高き聖エウフェーミア大殉教女。デイオクレツイアヌス帝時代  
にカルケドンに処女性を守って生活し，同地にて298－304年もしくは307年に  
殉教の死を遂げた。その遺骸はコンスタンティノポリスの総司教座聖堂に安置  
されている」。   
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9／27 「聖カッリストラートと49人の軍人同志は，ピザンツにてデイオク  
レツイアンのド，288年に殉教した」。  
10〆2 「聖ツイプリアーン聖職殉教者。聖ツイブリアーンは上部シリアと  
アラビアの墳糾こあるビスイデイアのアンティオキアの生まれである。前半生  
は，悪魔に祈る寵術師であったが，竪エステイナが彼の前で〈十字架は悪霊の  
力を麻痺させる〉 と証言したときに回心し，魔術の番物を火に投じ，自らを完  
全に袖に奉献した。後に助祭となり，16年間にわたって司祭，次いで生まれ故  
郷の司教となった。デイオクレツイアンによる迫害により，304年ごろ殉教の  
死を遂げた」。   
「聖エステイナはダマスコ生まれのおとめであったが，前出のツイプリアー  
ンとともに処刑された」。  
10／5 「単カリティナおとめ殉教者は，ボントスのアミズイスで，デイオ  
クレティアヌス帝による迫喜の頃，290－304年に殉教した」。  
10／12 「聖ブローブス、ダラーク，アンドロニク殉教凱 キリキアのアナ  
ザルブスにてデイオクレティア帝の時代，296年から304年の間に殉教した」。  
1肘27 「戦力ピトリーナとその女従僕ヒエロティア一夕殉教女。－デイオク  
レティアン帝のド，296年に殉教した」r。  
10／28 「聖ピロシュカレマラスケーヴァ），別の名「金曜‖」を持つ殉教女。  
イコニアにてデイオクレツイアンの卜で290年に殉教した」。  













間に処刑した。彼らの記念は10月17日にも行う。（第3の医師ペア，ローマの   
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聖コズマとダミアンの記念日は7月1日である）」。  






























12／13 「聖エウストラート，アウクセント，イェヌー，マルダールおよび  
・レスト殉教者。彼らはカッパドキア生まれで，デイオクレツイアンの下で殉   
ビザンティン典礼健から読む帝政ローマ／ビザンツ帝匡lの歴史  





であった。土曜日の夜半課の閉じの祈り 〈わたしはあなたを請える〉 は彼に帰  
せられる。－一一方週日の夜半課（および第3時課）の閉じの祈り 〈万物を保たれ  













のニコストラート その妻ゾエー，記録長官のテイボル，コロシュ，デイオク  
レティアヌスの廷吏カストウルス，それにカストルである」。  










12／28 「ニコメディアで焼き殺されて亡くなった20000人の殉教者。降誕祭  
の祝日に，デイオクレティアヌス帝の部下が，聖堂の扉を閉ざし，聖堂に火を   
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かけた。聖堂の前にはエツピテルを崇拝するために香を焚く祭壇が設けられ，  







12／30 「聖アニズイア殉教者おとめ。篤信の富裕なテツサロニケの両親の  
下に生まれた。恐れることなくキリストを信仰告白したため，298年に剣で殺  
された」。  
1／5 「聖テオペンプトとテオーナ殉教者。テオペンプト司教とその同志  
は，デイオクレティアヌス帝の下，シチリアで290年に殉教した」。  
1／8 「聖ユリアーン，バズイリッサその他複数の殉教者。デイオクレツ  
イアンの‾【Fで300年に殉教した」。  
1／13 「アトローの聖ペーテル。パレスティナのエレウテロポリスの近郊，  
アネアに生まれた。生涯の最盛期にあるときに，デイオクレツイアンによる迫  
害の7年目，291年に十字架に掛けられた」。   





1／19 「聖エウフロズイナおとめ殉教者。別の名をエウフラーズイアとい  





にて292年に殉教した」。   
1／23 「アンキュラの聖ケレメン聖職殉教者，聖アガタンゲル殉教者。聖  
ケレメンは異教徒の父親とジョーフィアという名のキリスト教徒の母親からア  
ンキュラにて生まれた。最初は修道士となり，次いで生まれ故郷の町の司教と   
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彼らの遺骸のローマへの移送は1月28日に記念される」。   
6／28 「聖ツイルスとヤーノシュ，奇跡行の奉仕医の遺骸移送。彼らの殉  
教の記念日は1月31日である。彼らはデイオクレティアヌス帝時代にアレクサ  
ンドリアにて殉教した。その遺骸は，アルカデイウス皇帝とアレクサンドリア  
総司教テオフイルのもと，500年ごろにローマヘ移送された」（つ   
2／10 「聖パール殉教者。パレスティナのカエサリアにてデイオクレツイ  
アンの‾F，305年ごろに殉教した」。   
2／23 「デイオクレツイアーン帝の下でニコメディアにて行われたキリス  
ト教徒迫害の始まり。303年のこの日，皇帝の命が下された。命に従い，迫害  
による最初の殉教者が出たが，それは伝承によれば，聖ジェルジュであり，彼  
は高位の官吏として，皇帝の命における迫害の執行に反対した」。   
2／26 「聖シュベシュティエーン殉教者。デイオクレツイアンの下，292年  
に剣で殺された」。   
3／15 「聖アガープと6人の同志殉教者，ティモラウス，2人のシヤーン  
ドル，ロミルと2人のデーネシュ。彼らはパレスティナのカエサリアにて，デ  
イオクレティアヌスと地方総督オルバーンの下で，290年に殉教した」。   
3／24 「聖アルテモン司祭殉教者。302年，デイオクレティアンの下で殉教  
した」。   
4／13 「聖アルテモン聖職殉教者。290年，デイオクレティアンの下で殉教  
した」（ギリシア語典書にはないという，重複の放か）。   
4／16 「聖アガペー，イレーン，キオーニア殉教女たち。彼女たちは姉妹  
であった。アガペーとキオーニアは，キリストを否むことを拒んだため，まず  
は牢獄で拷問され，体を裂かれ，ついで火にかけられた。天の火のうちに祈り   











つとたぎる」。   






－303年の間に殺された」。   
「塑アレクサンドラ殉教女は，暴君デイオクレティアヌスの妻である。302  
年に殉教女となった」。   
4／28 「聖マクシムと同志たち。下モエシア，今日のブルガリア地方のド  
ロスいレで，デイオクレツイアンの下，300年ごろ殉教した」。   




た」。   
5／4 「塑ベラーギア殉教女。キリキアのタルズスにて，炎のように熟せ  
られた鉄の釜の中に閉じ込められ，デイオクレティアヌス帝の時代，288年に  
殉教の死を遂げた」。   
5／11「聖モキウスはおそらくローマの生まれである。ラテン語による文  
献にはムキウスという名で言及されている。マケドニアのアンフィポリスで司  
祭を務めていたが，ここでデイオクレティアヌス帝の地方総督ラオデイキウス   
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が迫害を始め，後に彼はビザンツに連れて行かれ，ここで288年のこの日斬首  
刑に処せられた」。   
5／16 「聖ヴイトウス，モデストそれにクレスケンス殉教者は，ヴァレリ  
アーンの下で290年に殉教した」。   







いにガラキアのアンキュラにて304年に剣で殺した」。   
6／7 「聖テオドートわれらの師父，アンカラの司教，聖職殉教者。5月  
18日に記念するのと同¶一人物である。304年に今日のアンカラ，当時のアンキ  
ュラにて殉教した」。   
5／27 「聖デイデュモスとテオドーラ殉教者。エジプトのアレクサンドリ  
アにて303年に殉教した」。   
6／9 「聖テクラ，マルタ，マリア殉教女。聖テクラと同志はペルシアに  
て，デイオクレツイアンの下315年に殉教した」。   
6／13 「聖アクイリナ殉教女。聖アクイリナはパレスティナのビュブロン  
にて，12歳のときに多くの拷問を受けた後309年に殉教した」。   
6／25 「聖フェブローニア聖生の殉教女。メソポタミアのシバポル（ニシ  
ビス）において，他の同志たちとともにデイオクレツイアンの下で304年ごろ  
殉教した」。   
7／3 「聖マールクとモーキウス（別の名をマルキアーン）は，ローマに  
て287年に殉教した」。   






をもきょう記念する」。   
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7／7 「聖ツイルヤーカ大殉教女。ラテン語ではドミニカとも呼ばれる。  
カラブリアのトロペアの貴族の両親から生まれた。両親の名はドロテウスとエ  
ウセピアである。デイオクレツイアンの‾Fで，282年に殉教女となった」。   




290年に死刑に処した」。   
7／9 「聖ティヴァダール，エデッサの司教は，デイオクレツイアン帝の  
時代，3世紀の未に殉教の死を遂げた」。   
7／11「豊エウフェーミア大殉教女について，われらの教会の祈祷者は〈信  
の柱石の力〉，スラヴ語の本は〈師父たちへの証明〉 と呼んでいる。303年ごろ  
に殉教の死を遂げ，彼女を記念するために聖堂が建てられた。ここでは451年，  








れたという」。   









年のことである」。   
7／16 「聖アテーノゲーン聖職殉教者と10人の同志。カッパドキアのセバ   
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彼は火あぶりの場で〈静穏なる光〉 に始まる晩課の讃歌を歌っていたとされ，  
尾の歌は伝承により彼の作によるとされているが，おそらくはもっと後世のも  
ので，聖ソフローンによるものと考えられる」。   
7／23 「聖トロフィム，テオフイルおよび同志は，デイオクレティアヌス  
帝の時代に，まずは右打ちにされ，次いで体を燃やされ，教練に水槽に沈めら  
れた。296年のことである」。   




にて殉教した」。   
8／11「聖エウプルス助祭殉教者（つ 多くの拷問を受けたのち．デイオクレ  
ティアヌス帝のもと，296年にシチリアのカターニアで斬首された」。   
8／12 「聖フォティウスとアニケタス殉教者。ニニ人はいとこで，デイオク  
レティアヌス帝の時代に，ニコメディアにて305－308年の問に殉教した」。   
8／16 「聖デイオメード殉教者。′トアジア・ピチエニア州のニケア市で医  
者を営み，奇跡的に癒していた。298年，デイオクレティアヌス帝の下で殉教  
した」。  
286－305 マクシミアヌス   
9／10 「聖メーノドーラ．メトロドーラ，ニンフオド｝ラ殉教女。実の姉  
妹であった。マクシミアンの時代304年に，ビチエニアにてビュティアの温泉  
のそばで殉教の死を遂げた」。  
10／7 「聖セルギウスとバックス殉教者はシリアのアウグスタ・エウフラ  
テシア（コマゲナ？）で軍人であった。マタシミアヌス帝のもと，296年にロー  
マで殉教の死を遂げた」。  
10／10 「聖エウランプ殉教者とその姉妹エウランピア。ニコメディアにで，  
マクシミアヌス帝の下で殉教の死を遂げた。296年のことである」。  
10／15 「聖生のルキアノス殉教者われらの師父，アンチイオキアの司祭。  
サモサタ出身であり，篤信の両親の息子で，アンティオキアで学び，そこでキ  
リスト教倍仰の教理に親しんだ。後にニコメディアへ赴き，ここでマクシミア   




10／19 「聖ヴアールス殉教者。聖クレオパトラその他の人々とともに，マ  
クシミアン帝の時代にエジプトで304年に殉教した。軍人であった」。  












10／27 「聖ネストル殉教者。聖デメテルの同志殉教者。296年没。昨日の記  
事を参照」。  











も，敗れた学者たちをも焚刑に処した。305年ごろのことである」。   
「聖アウグスタ皇妃。マクシミアンの奏で，聖カタリンとともに殉教した」。  
12／12 「聖なる者の間に生きた奇跡行者スビリドンわれらの師父。キプロ   
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女に全く害を及ぼさなかった。ついに彼女は304年打ち首にされた」。   
秋Ill  学   52  





スティナのカエサリアにてかち取った」。   
3／2 「もう一人の聖へズイクは，マクシミアーンの下，シリアで302年に  
殉教の死を遂げた。大きな石を括り付けられて，オロンテス川の水に流された」。   
3／3 「聖エウトロープ，クレオニクそしてバズイリスク殉教者。ティロ  
の聖ティヴァダール（2／17）の軍人仲間かつ親族で，マタシミアーンによる  
迫害の時期，296－308の間に十字架刑により亡くなった」。   





るタウリケーであった」。   
3／16 「聖サビン殉教者。エジプトのヘルモボリスにて，296年，甚だしい  
拷問の後，川の水に漬けられた」。   
「聖ジュラ殉教者。マクシミアンの‾Fで殉教の栄冠を288年にかち取った」。   
4／2 「聖アンフィアーンとエデ（エデシウス）殉教者兄弟。282年，マク  
シミアーンの下で殉教した」。   
4／4 「聖テオドゥル型番朗読者とアガトポド助祭殉教者。彼らは首に石  
をつながれ，マタシミアンの時代にサロニキで300年ごろ溺死させられた」。   
4／7 「聖カッリオープ殉教者。マクシミアンの下，キリキアで303年，頭  
を下にして十字架に掛けられた」。   
5／13 「キプロスの聖シヤーンドルは298年，マクシミアーンの下で殉教し  
た」。   
5／22 「聖バズイリスク殉教者。ウーヨンツ（ティロ）の聖ティヴァダー  
ルの従兄弟であり，ボントスのクマナエにて，マクシミアーンの下307年に殉  
教した。熟した鉄製の足台を両足に引かされたほか，多くの拷問を受けた後に  
処刑された」。   
5／27 「二人の聖テラポーン聖職殉教者。聖テラポーン聖職殉教者という   
ピザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  




て殉教した」。   




こしてくれるように〉 と願った。それゆえ憐れみを知らぬウルバヌス地方総督  
が彼女を捕らえ，胸からかかとまで皮をはぎ，乳房を切り落とし，最後は海に  
投げ込んだ。307年のことである」   




年に殉教の死を遂げた」。   





頃，305年に生まれ故郷で殉教の死を遂げた」。   




である」。   
8／21「聖ヴァッサ殉教女とその子供たち，テオダニウス，アガピウス，  
ビストスは，マタシミアン帝の下，290年に殉教した」。   
8／22 「聖アガトニク殉教者と同志。ゾティコス，テオブレトス，アキン  
デイノスとセヴェールは，マクシミアンの下，ニコメディアにて殉教した。304  
年のことである」。   
8／26 「聖アドルヤーンとナダーリア殉教者。彼らは夫婦であった。マク   
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シミアンの下，304年に殉教した」。  
293－311 ガレリウス   









一心に祈っていた。朝になって一度十字を切り，毒を無害なものにしたという」。   
7／30 「聖ユリッタ殉教女は，コンスタンティンとガレーリウスの下，カ  
ッパドキアのカエサリアにて309年に殉教した」。  
310－313 マクシミヌス   
6／12 「聖生の大オヌフェルわれらが師父。4世紀にエジプトで隠修生活  
を生きた」。   
9／17 「エジプトの100人の殉教者，ペーレウス，ニルスおよび同志，それ  
にパレスティナの50人の殉教者。彼らはマクシミニウスの下で殉教の栄冠を310  
年ごろかち取った」。   
2／6 「聖ジュラ殉教者。フェニキアのエメサの医者であった。ガレリウ  
ス・マタシミヌスの下で殉教の栄冠をかち取った。312年のことである」。   




て313年に焚刑に処せられた」。   
6／20 「聖メトード，パタラの司教，聖職殉教者。リュケアのパタラとオ  
リュンプ，後にフェニキアのテユルスの司教であった。ギリシアのカルキスに  
て312年に殉教の死を遂げた」。  
11／24 「アレクサンドリアの聖ベトロスは，聖エウセビオスの弟子であり，  
彼もまた司教に叙階された。マクシミアヌス帝時代の迫害により，311年に殉  
教した」。   
ビザンティン典礼磨から読む侍政ローマ／ビザンツ帝国の歴史   
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308－324 リキニウス   









12／3 「塾生テオドゥルわれらの師父は，320年ごろコンスタンティノポリ  
スの近郊に生きた」。   
1／3 「聖ゴルデイウス殉教者。1リキニウスの下で，ローマ百人隊の長官  
としてカッパドキアのカエサリアにいた。3ユ4年に殉教の死を遂げた。聖バジ  
ルはすでに，彼の記念日に覚謙の説教を行っている」。   
1／13 「聖ヘルミルとストラトニク殉教肴。上郡モエシアのシンギドンに  
て，リキニウスの下で殉教の死を遂げた。まず拷問を加えられ，次いでドナウ  
川の水に沈められた。，314年ないし315年のことである」。   




した。ヘラクレアで処刑されたム   









名前は，アツギアース，アグライオス，アエティウス，アタナーズ，アーコシ   







である」。   
6／8 「聖ティヴァダール将軍，大殉教者の遺物の移送。2月8日に記念  
するのと同一人物である。ボントウスのヘラクレアより，エウカイスの聖堂に  
彼の遺物が移送された」。   
2／11「聖バラージュ聖職殉教者。アルメニア（以前はカッパドキアの）  
セバステの司教であった。神の恩寵により多くの病者を癒した。リキニウスの  
下で320年，殉教者となった」。   







天の栄冠を受けた」。   
5／5 「聖イレーン殉教女。リキニウス帝とリキニア妃の息女であった。  
ヌメリアン帝の下（？），エフユズスで315年に没した。非常に多くの奇跡を起  
こした」。   
7／10 「アルメニアのニカーポリにて殉教した45人の殉教者。こカーポリ  
の殉教者たち。モーリツ，ダーニエル，レオンティン，アンクルそれに同志た  
ちである。多大な拷問の後，リキニウス帝の下，316年に焚刑に処せられた」。   
7／18 「聖ヤーツイント殉教者は，パフラゴニアのアマストリスにて，地  
方総督カストリティウスが投獄し，彼はここでその後310年に没したム   
8／18 「聖フロルスとラウルス殉教者。兄弟であり，彼らの師匠はイリュ  
リクムで石切り大工を営んでいた。彼らの師匠，プロクルとマクシムが殉教の  
死を遂げると，監督のリキオは彼らをも捕らえ，深い貯水池に投げ込んだ⊂｝320  
年のことである」。   
ビザンティン典礼暦から言売む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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9／9 「聖セヴェール殉教者は，リキニウス帝のリズイアスという名の代  
官が，キリスト教信仰のゆえにセバステにおいて316年に死罪に定めた。軍人  
であった」。  
2．コンスタンティヌス朝（307－378）   




う義務があった。ここから，15年間の期間も 〈インディクティオ〉（結果報告）  
と名づけられた。これが次第に計時単位にも取り入れられ，それを後にキリス  
ト教徒も継承して，ローマの習慣に基づいた新年の始まりをも 〈インディクテ  











ことを公けに表明したとされる」。   
9／27 「聖ガヤーナ，聖リブスイメの師匠は，同志の女性たちおよぴ2人  
の他のアルメニア人の女性とともに，アルメニアにおいてティリダテスの下で  
325－330年ごろ殉教の死を遂げた」。   
3／7 「聖生で心の浄いパールは，326年にギリシアで没した」。   
9／30 「聖ゲルゲイ聖職殉教者，大アルメニアの司教。啓蒙者の聖ゲルゲ  
ィは，アナクの子でパルティア人の家族に240年ごろ生まれた。信仰について  
はカッパドキアのカエサリアにて学び，ここでレオンティン大司教が速やかに  
司教に叙階した。多くの覿難をなめた後（そのために教会は彼を殉教者のうち   
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に数えている），アルメニアの国民の大部分をティリダテス王とともにキリス  
ト教信仰に回心させ，自己犠牲的な生涯の後，325－330年の間に平和裡に没し  
た」。   
5／28 「ニケアでの最初の普遍的聖公会議に出席した318人の師父の記念。  
これは聖霊降臨の前週主日に行う。325年のこの日，記念すべき公会議が開会  
を迎えた」。   
復活節第7主日 「第1回ニケア普遍公会議に出席した正統信仰師父たちの  
記念。第1回公会議は325年5月29日，アリウス派異端教説の審議および，そ  
の他いくつかの重要な教会関係事項の取り決めを目的として開会した。そこに  
参加したのは318人の聖なる師父たちであった。会議は10月まで行われた」。   
9／30 「聖リプスイメ，ガヤーナと32人の他の殉教女，おとめと母。きょ  
う聖ゲルゲイとともに記念する聖リブスイメおよびその他の女性たちは，9月  
26日および27日に挙げたのと同一人物である」。   
9／26 「聖リブスイマと同志は，アルメニアにおいて，ティリダテス 〈298  
－330〉の下，啓蒙者グレゴリウスの時代に殉教の死を遂げた」。  
11／14 「奇跡行者聖ヒエバート，ガンダラの司教，聖職殉教者。毅初の普  
遍公会議の後，328年に殉教の死を遂げた」。   
2／7 「聖生のわれらが師父パールテーン，ランプサコスの司教。彼はコ  
ンスタンティン大帝の時代に黒海沿岸のランプサコスに生きた。第1回普遍公  
会議にも出席した。328年ごろ没した」。   
3／30 「聖ヨナス，バラキスおよび同志殉教者。コンスタンティンの下，330  
年に殉教した」。  







ア典礼カトリック教会の守護聖人である」。   
9／15 「聖ニケタス大殉教者。軍人であった。キリスト教信仰へはテオフ  
イル，ホルトウニ司教が教え導いた。アタナリク公の命により，ゴート人が330  
年，ドナウ河畔で焼き殺したム   
ビザンティン典礼懸から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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1／2 「聖シルヴュステル・ローマ教皇。メルキアスの死後，314年にロー  
マ教皇に挙げられた。彼は型大コンスタンティンに洗礼を授け，その鮭漁によ  
り，325年にニケアでの第1匝l普遍公会議を召集した。彼自身はそれに出席セ  
ず，委任特使を派過した。後に老齢のため，335年に平和裡に没した」。   
6／2 「聖人のうちに生きるわれらの師父，シヤーンドルコンスタンティ  
ノポリス大司教。ある知慮削こ対しては物を謡えなくし，アリウスに対しては  
祈りによって死に追いやった。，教会を23年間にわたって填き．336句㍉ニ没した」。   









1／15 「聖生のパール，テーパイの人。テーパイの聖バールは凝初の隠修  
士であり，16歳の頃から，113歳の頃に訪れた死のときまで．隠幡生活を送っ  
た。341年に没した。添え名は．生まれた町から取られたものである」。   
3／31「聖生のわれらが師父，ガンダラのヒパート司教。パフラゴニアの  
ガンダラ司教であった。325ニケア公会議に出席し，その帰途，異端のノヴァ  
ニアヌス派が右打ちにした」。   
＝11／14「奇跡行者の聖ヒパート，ガンダラの司教，聖職殉教者。第1普遍  
公会議の後，328年に殉教の死を遂げた」。   





名をもって名づけられ，落成の記念日が祝日とされた」。   
5／15 「聖アキルはテツサリアのラリッサの大司教で，ニケアの第1普遍  


























11／2 「聖アキンデイン，ベガズ，アプトーン，エルピデイフォルそれに   
ビザンティン典礼懐から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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アネンボディスト殉教者。ペルシアにて，シャープール主による迫害により，320  
－330年ごろ殉教の死を遂げた」。  
11／3 「聖アケブスイム，ヨージェフ，エテレ（アエイタラ）殉教者は，  
ペルシアにて，シャープールの下で313年から330年の間に殉教した。アケブス  
イムは司祭であった」。  
11／3 「聖ジュルジュ大殉教者の聖堂がリュツダにて献堂され，聖人の遺  
骸がここに移送されたのは，コンスタンティノス大帝の時代，4世紀半ばのこ  





トラヤノポリスにて336年ごろ没した」。   





スタンティノポリスの総司教を務めた。聖パールは，〈新〉 もしくは〈年少の〉  
聖パールとも呼ばれる。686年から693年にかけて帝都の総司教であった」。   
2／15 「聖生のパフヌトわれらが師父とその娘，エウフロズイナ。聖パフ  
ヌトは，ニケア普遍公会議において，司祭が妻帯したままでよいということを  
擁護した。聖なる生活を送り，多くの奇跡を行った」。  
337－361 コンスタンティウスⅡ   








し，殉教の栄冠をかち取ると，翌日，344年四旬節の第5主日に，彼ら全員が   














10／5 「聖マメルタ殉教女は，デイアナ神司祭の奏であった。ベルズイス  
にて344年に殉教の死を遂げた」。  
10／19 「聖サドート聖職殉教者と1280人の同志は，シャープール王による  
キリスト教徒迫害の時期（344－392），ペルシアにて殉教の栄冠を獲得した」。  
12／30 「聖ゾテイクはローマ生まれの司祭であった。彼はコンスタンティ  
ノポリスでコンスタンティン大帝の下，孤児院を運営し，そのために 〈孤児育  
ての〉 という添え名でも呼ばれた。344年に亡くなった」。   
6／13 「聖トリフィルわれらの師父，キプロスのレフコズイア司教。347年  
サルデスでの公会議に出席した」。  








だ」。   
1／17 「聖生にして神の息吹を受けた大アンタルわれらの師父。エジプト  
の貴族階級の両親からテバイスにて251年ごろ生まれた。あるとき，型番の〈あ   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  








その聖なる遺物はフランスのヴイエンネ一に届けられた」。   
7／6 「聖シソエスは，聖アンタル隠修士の同時代人で，彼と同じ山で4  
世紀に隠遁の生活を送った」。   





た」。   







ンネスにて346年に没した」。   
5／16 「聖生のティヴァダール聖職者は，その添え名を，その生涯が天使  
的な浄らかさを帯びていたところから得ている。彼は聖パホームの後継者とし  
て，隠修士たちの長上職にあった。360年に没した」。   
8／27 「聖リベーリウス，ローマ教皇。聖アタナーズのことを，アリウス  
派に好意的なコンスタンティウス皇帝に抗して擁護し，輿端派に与しなかった  
ため，二度にわたって流刑に処せられた。352年から366年にかけてその地位に  
あった」。   
「聖オーズイウス，コルドヴァの司教。ニケアでの第Ⅰ普遍公会議におけ  
るシルヴエステル教皇の代理であった。その信仰ゆえに長らくスイルミウムに   
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流されていた。357年ごろ，およそ100歳を越えたころに没した」。  
361－363 ユリアヌス   
9／28 「聖カリトンは274年ごろ，イコニアに生まれた。聖コンスタンティ  
ノス大帝の頃，エルサレムに旧ラウラ修道院を建てた。コンスタンティノスの  
没後，多くの迫害を受けたが，362年に主が御許に呼び寄せた」。  




ち，361年に斬首された」。   
3／22 「聖バジル聖職殉教者，アンキュラ教会の司祭。背教者ユリアヌス  
の下で，362年にガラーツイアのアンキュラ（後のアンゴラ，今日のアンカラ）  
にて殉教の栄冠をかち取った」。   
4／9 「カエサリアの聖エウブステイク殉教者。フォルトウーナ女神の神  
殿を壊したかどで，背教者ユリアヌス帝の】F，カッパドキアのカエサリアで殉  
教の死を遂げた。362年のことである」。   
5／19 「聖パトリックブルッサの司教，聖職殉教者と同志。同志とはアー  
コシュ，メナーンデルとポリエーンである。背教者ユリアノスの下で363に殉  
教した」。   




年のことである」。   
6／10 「聖ティモート，ブルッサの司教，聖職殉教者。背教者ユリアヌス  
の下，362年ビテユニアで殉教した」。   
6／17 「聖マヌエル，サベルおよびイズマエル殉教者。彼らはペルシア生  
まれの軍人で，ペルシア王シャープールⅡ世が背教者ユリアヌスの許に和平の  
証しとして遣わした。彼らが皇帝の命の通りに偶像を拝しようとはしなかった  
ため，362年カルケドンにて剣で貫き殺された」。   
7／18 「聖エミリアーン殉教者。今日のドブルジャ地方，ミュシアのドロ  
ストルにて，背教者ユリアヌスの時代，地方稔督カピトリヌスの下で殉教の死  
を遂げた。362年のことである」。   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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7／30 「聖ヤーノシュ軍人殉教者は，背教者ユリアヌスの下で362年に殉教  
した」。   
3／29 「聖生のマールク，アレトウーサの司教われらの師父，ツイリル助  
祭および血に飢えたユリアーンの下で殉教の死を遂げた他の着たち。レバノン  
に近いヘリオポリスにて，偶像に捧げられた生贅を食すことをしなかったため，  
背教者ユリアヌスの下で裂き殺された。362年のことである」。   
8／4 「聖イア殉教女と同志。ペルシア王シャー プールの下で，9000人の  
戦争捕虜とともに362年，さまざまな死に方でもって殉教の死を遂げた。ある  
人々によれば，聖イアとは，われらの教会のある書物が，今日その遺物の移送  
を記念する聖エウドキアと同一人物だという」。   




れ，361年に110放で没した」。   





る」。   
8／17 「聖パール殉教者とその姉妹ユリアンナは，背教者ユリアヌスの時  
代（361－363年）に殉教」。  
363－364  ヨヴイアヌス  
364－378  ワレンス   





11／30 「聖フルメント司教は，最初は囚人であったが，後に釈放され，聖  
アタナーズが353年に司教に叙階した。インディアに布教し，キリストの教会  
を取り仕切った」。   
秋 Ll」   学  66  













373－375年の間に没した。教皇ピウス11世が教会博士に挙げた。」   











会では6月18日に祝う。彼は唯一の助祭教会博士である」。   
4／15 「ゴート族生まれの殉教者である聖サヴァは，ワレリアヌスとワレ  





厳しい痛悔の後，篤信の死を迎えた。彼女の死の日時は非常に不確定で，一説   
ピザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  




3．テオドシウス朝（379－518）   
379－395 テオドシウスⅠ   











ジリオ女子修道会のための規約を制定した」。   




る」。   
5／30 「イタリアのギリシア・カトリック教会暦では，このE‡を聖大バジ  
ルの聖なる親族の記念のために充てている。父方の轡祖父聖ゲルゲイ，曾阻母  
型テオドーラ，父方の祖父聖バジル，母方の祖父聖ゲルゲイ，父方の叔母整マ  
クリナ（父方の祖母？7／19参照），母方の叔母聖イザベラとマクリ九 兄弟聖  
ベトロ・セバステの司教，弟ニュツサの聖ゲルゲイ，最年少の妹聖マクリナと  
他の兄弟姉妹，アナスターズ，ゲーザ，パール，デメチル，エウゼーピア，テ  
オドーラである」。   
7／19 「聖生のマクリナ，われらが母。聖大バジルの姉妹。聖マクリナお  
とめは，年長の聖バジルと聖エンメリアの放であり，聖大バジル，ニッサの聖   









が男子修道院を建てた。380年に，聖人にふさわしく没した」。   






会の巡察を委任した。381年，第2回普遍公会議の活発な出席者であった」。   






ニアの師匠であった」。   





げつけた。こうして彼は379年に殉教の栄冠をかち取った」。   
2／12 「聖人の間に数えられるメレートわれらの師父，大アンティオキア  
の大司教。聖メレート，アンティオキアの大司教は，アルメニア国のメリティ  
ネに，敬度な両親から生まれた。357年にセバステの司教となったが着座を辞  
し，シリアのベッロイア（カリペ）へ赴いた。360年にアンチイオキアの司教   
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に選ばれた。しかしコンンスタンティン大帝の息子で，アリウス派の異端に好  
息的なコンスタンティンが間もなく彼を追放した。後に復位し，381年には第  
2［！】l洛遍公会議にも出席したが，公会議終了とともに没した」。   
5／30 「聖生のイジャークわれらの師父，ダルマート修道院の院長。コン  
スタンティノポリスにて，聖ダルマートの名を冠した修道院の長上であった。  
この修道院で長卜の役職にあったのは，型ダルマートに先立つ師父であったが，  
後にここは聖ダルマートの名を冠して呼ばれるようになった。383年に没した」。   














は彼に幾多の舟跡で替れを授けた」。   
4／30 「饗ドナート司慄虹エビルスのエウロリアにて謂7年ごろ活動した」。   
2／20 「聖サドーク聖職殉教者と128人の同志。ペルシアにて，シャープー  
ルによる迫害（344欄392）により殉教の死を遂げた」。   





いては，ダマスス教皇（1軋 在366－384）に宛てて記された彼の上奏書に基  
づき，節2回普遍（第1コンスタンティノポリス）公会議（381）もこれを強  
調している」。   
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7／25 「聖エウプラクシアないしエウフラーズイアおとめ。年長のテオドー  
ズ皇帝の親族で，生まれはコンスタンティノポリスである。おじ皇帝の時代に  
テーパイの修道院に生きた（383－395）」。   
8／14 「聖マルツェル・アパメア司教殉教者。エツピテル神殿を解体した  
ために，異教徒が389年に暗殺した」。  
1／19 「聖生のエジプト人マカールわれらの師父。アレクサンドリアの聖  
マカールは，聖大アンクル隠修士の弟子で，門人であった。エジプト人聖マカー  
ルは301年に生まれ，60年間におよぶ自己犠牲の後，391年90歳で没した」。  
10／29 「聖生のアーブラームわれらの師父とその姪マーリア。アーブラー  
ムは4世紀の中ごろ，シリアにて隠遁生活を送り，390年に没した。聖アーブ  




同志となったのはアケブスイム司教とヨージェフ司祭である」。   
9／1「聖カッリスタ，エヴオード，ヘルモゲーン兄弟殉教者。彼らが実  
の兄弟であったということしか知られていない」。   




1／26 「年長の聖シモン師父。4世紀末に，シリアのアーマン山の修道院  
長であった」。  
395－408 アルカデイウス  






12／7 「聖生のアンプルシュわれらの師父，ミラノの司教。ガッリアにて  
340年に生まれる。374年12月7日に司教に選ばれる。397年の聖土曜日，4月  
4日に没。聖アウダスティヌスの回心にとって，彼の説教も影響力の大きな－   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
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因であった。〈神よ，あなたに〉 の歌の作者である」。  










という添え名が付けられることになった」。   
9／14 「金口の聖ヤーノシュ司教われらの師父の死。十字架称讃の祝日で  
あるため，11月13日にその記念を執り行う」。  
11／13 「金「1の聖ヤーノシュ，コンスタンティノポリスの大1jJ教。344年，  
セクンドゥスとアントウーサという名の篤信の両親のもとに，大アンティオキ  
アで生まれた。アテナイでは雄弁家リバニオスと，哲学者アンドラガティオス  










からの召還の記念日である」。   
7／25 「聖オリンピア臥。貴族の家庭に生まれ，早くに寡婦となり，女性  
助祭として，金口の聖ヤーノシュの頃コンスタンティノポリスで聖堂に奉仕し  
た」。   
6／21「タルズシュの聖ジュラ殉教者。アナザルベに生まれ，キリキアの  
アユガエアにて殉教の死を遂げた。蛇とともに袋に縫い付けられ，海に投げ込   
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まれた。〈タルズシュの〉という添え名は，金口の聖ヤーノシュが彼を〈聖パー  




である」   









に埋葬するように命じた。5世紀に生き，多くの奇跡を行った」。   





町の司教に選ばれ，この地位のまま403年に他界した」。   
8／28 「エティオピアの人，聖生のモーゼシュわれらが師父。スラヴ譜の  
本では〈ムリン・モーゼシュ〉 と呼ばれている。前半生は悪名高き盗賊であっ  
たが，その後回心し，エジプトのテーパイ地方で隠修士として痛悔の生を送り，  
盗賊仲間の中からも多数の回心者を出した。404年ごろ没した」。  
408－450 テオドシウスⅡ  
1／27 「聖人の間に生きる金口の聖ヤーノシュわれらの師父，その遺骸の  
移送。金口の聖ヤーノシュは407年9月14日に，流刑の地コマナにて没した。  
その遺骸は，盛大な式典のうちに438年1月27日，年少のテオドーズ皇帝がコ  
ンスタンティノポリスに移した」。   
6／15 「聖生の聖イエロモシュわれらが師父。聖イエロモシュはダルマチ  
ア地方のストリドンに340年ごろ生まれた。20歳を過ぎた頃にローマにて洗礼   
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な神学著作を遺し，420年にべトレヘムで没した」。   
2／14 「聖マロ隠修者。シリアのエウフラテス州のキュルス町のそばで，4  
世紀末から5世紀初頭にかけて生きた」。  
12／30 「ローマの聖メラーニアは貴族婦人であった。彼女はピニアンとい  
う名の夫とともにローマからエルサレムに移住した。ここで自己犠牲的な生活  
を好み，互いに平和裡に別推して，410年に二人とも修道院に入った」。   
7／19 「聖デイウス師父はコンスタンティノポリスにあって，後に彼にち  
なんで名づけられた修道院の大修道院長であった。これは彼が自ら建てたもの  
であった。371年から430年の間に生きた」。   
4／8 「聖生のわれらが師父，ローマ教皇ケレスティン。8年半にわたっ  
て聖ペトロの後継者であった。432年に没した」。   












れらはあなたをほめたたえる〉 に始まる感謝の歌を作ったという。その後アフ  
リカに戻り，そこでまずは隠幡生活に入り，次いでタゲステに向かい，資産を   




な力をもって当時の異端諸派に抗して関ったため，〈異端審問官〉 という添え  
名を獲得するまでになった」。   
8／27 「聖バーストル（ピメーン）はリビアにて，スケトウスLUで431年ご  
ろ隠修生活をおくった」。   
4／18 「アンティオキアの大司教聖ヤーノシュは436年に亡くなった」。   
8／8 「聖エレウテルとレオニダス殉教者は，ワレンティニアンとマルキ  
アンの時代，438年に殉教した」。   









り間に平和裡に没した」。   
2／4 「聖生のわれらが師父，ペルジウムのイシドール。彼はエジプト人  
ご，アレクサンドリアに生まれた。金口の聖ヤーノシュの弟子となり，後に弁  
慶者となった。ペルジウムの町に近いフエルメーないしファラマ修道院の修道  
司祭であった。おびただしい数の信仰擁護の書簡を記した。440年ごろ没した」。   
2／12 「聖マリナおとめは，夫に嫁いだのち修道的生活を送り，ゼノ皇帝  
の時代，440年に没した」。   
2／28 「聖生のバジル証聖者われらの師父，聖プロコプの同志隠修士。聖  
バジルは440年に没した」。   




415年ごろに没した」。   
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した。パレスティナのカエサリアで聖なる生涯を終えた」。   






興を行い，教皇座の威信を取り戻した。417年に没した」。   


















都が建ちはじめるのは328年になってからのことだからである」。   
2／16 「聖生のわれらが師父フラヴイアーン，コンスタンティノポリス大  
司教」（在位446－449）   
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いて基礎的意義を有する。445年に没」。   
6／9 「聖人たちの間に生きるキリル，アレクサンドリアの大司教。聖キ  
リルは聖アタナーズとともに1月18日に記念するのと同一人物である。445年  
のこの日に没した」。  








471）はコンスタンティノポリスにて司教であった」。   







ら，無事に戻ってきた若者が天上より問いた 〈聖なるかな，聖なるかな，聖な  
るかな〉の歌声をもって，この日に地上より災厄が途絶えたためである」。   
5／4 「聖ベラーギア母。′トテオドーズ帝のころ，非倫理的な生活を送る  
女性であったが，後に回心し，厳格な痛悔の生を送った後，449年，聖人にふ  
さわしい死に方をした」。   
5／8 「聖大アルゼーンは，ローマ教会の助祭であった。テオドシウス大   
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って，450年に訪れる死のときまで全生涯をそこで過ごした」。   
7／26 「マンドラの柱上行者シメオン師父。47年間にわたり，マンドラと  
いう名の隠遁場で痛悔の根上に立った。，9月2トlに記念する人物とは別人であ  
る」（※390－459とされている）。  













がら静かに亡くなった」。   




450－457 マルキアヌス   
78  秋 山  





11／12 「聖ニルス師父。コンスタンティノポリスに生まれ，金口の聖ヤー  
ノシュの弟子となった。初めは帝都の知事であったが，後に390年ごろシナイ  
山に赴き，テオドル皇帝の時代に修道士となった。多くの修道的著作を著した。  
451年に没した」。   
9／3 「聖テオクテイスト修道院長，聖エウテユミオスの痛悔の友は，一  
説によれば451年に，また別の説によれば467年に，エルサレムの近郊にて没し  
た」。  




〈不眠者の修道院〉 に入った。しかし6年の後，両親に会いたいという打ち勝  
ちがたい望みが襲い，修道院長の勧めで乞食の衣を身にまとって家に帰った。  
しかし誰も気づくことがなかったので，両親の家の近くにあばら家を建て（こ  
こから 〈あばら家の〉 という添え名が付いた〉，自らの素性を明かさぬままこ  
こに住まい，450年ごろにやってきたその死まで托鉢のうちに生きた。その時，  
彼が身に付けていた高価な福音書が家人の知るところとなり，あばら家にいた  
住人が誰かであったかが明らかとなった。享年22歳」。   
7／2 「聖ユヴュナリス，エルサレムの総司教は38年間の在位の後454年に  
没した」。   
7／2 「いとも聖なるわれらの聖母，神の母の尊い遺物のブラヘルネへの  






聖プルケリアがコンスタンティノポリスに移し，聖なるおとめの聖堂の宝物庫   
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の中に納めた」。   
8／31「いとも聖なる神の母の遺物のブラケルネへの移送。祝されたおと  
めの遺物は，聖プルケリアが集め，450年ごろコンスタンティノポリスに運ば  








月1日に寿ぐ」。   









457－474  レオⅠ   
7／3 「聖アナトリオス。彼はアレクサンドリア教会の司祭であったが，  
聖フラヴイアノスを継いでコンスタンティノポリスの大司教となり，カルケド  
ンでの第4公会議の召集に尽力し，自らも出席した。458年に没した。土曜日  
晩課と主日朝課の祈祷に見える〈アナトリオスのステイヒラ〉は彼に由来する」。   





られた後，こう会議の師父たちは〈ペーテルがレオの口を通して語った〉 と叫  
びを挙げ，一致して，イエスの二つの本性，神性と人性を教義として決議した。   
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461年に没した」。   
9／1「コンスタンティノポリスにおける大火事の記憶。メネアが今日言  
及している火事は461年もしくは462年に起こったもので，コンスタンティノポ  
リスをほとんど焼き尽くした」。   





を終えた」。   














1／10 「聖生のマルツイアーン，司祭われらの師父，総司教座聖堂の管理  
者。彼はコンスタンティノポリスの主聖堂，ハギア・ソフィアの司祭・管理者  
であった。ローマからコンスタンティノポリスに移住した。マルツイアーン皇  





474－491 ゼノ   
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3／4 「聖生のわれらが師父，ヨルダン河畔のゲラーズイム。リケアの生  
まれで，パレスティナで隠幡生晴を送った。ヨルダン川の河畔に巨大な修道院  
を建てた。475年に没」。  
















49卜518 アナスタシウスⅠ（単性論者）  






た。神の恩寵が彼らにも降り，両親も修道生暗に身を投じることになった」。   





アナスタシウスⅠ世皇帝（490－518）の時期に活動した。多くのコンタークの   
秋 山  82  
テキストおよびメロディーの作者であり，それゆえにメロドスという名で崇敬  
される。われらが用いる降誕祭のコンターク 〈きょうおとめが至高なる実体を  
産んだ．‥〉 は彼の作である」。  
10／9 「聖アンドロニクとアタナーズィアは夫婦で，アンチイオキアから  
エジプトへ転居し，模範的な生活を送り，当地にて500年ごろ没した」。  
4．ユステイニアヌス朝（518－610）   
518－527 エステイヌスⅠ   
4／24 「聖エルジューベトは，エステイノス帝によって建てられた聖コス  
マ・ダミアン修道院の長であり，聖なる生活と多くの奇跡のゆえに著名であっ  
た」。   
7／29 「聖ヤカブ教師。521年に没した」。  










10／24 「聖アレタース殉教者と同志。祝されたアラビアの，ナダランとい  
う名の町のホメリタス近郊で，ドゥナアンというユダヤ人の借主の‾Fで，524  
年に殉教の死を遂げた」。  
527－565 エステイニアヌスI  





名の隠修地にて厳しい修道生活に入り，59年間を痛惜のうちに過ごした。ラウ   
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を閉じた」。   
4／17 「聖アガペート，ローマ教皇。多くの奇跡を行った。536年にコンス  
タンティノポリスを訪れ，同地でアンチイム総司教を廃位させ，代わりにメン  
ナースをコンスタンイノポリス総司教として叙階した」。   
4／20 「シナイ山の聖アナスターズは540年ごろ亡くなった」。   
6／26 「聖生のわれらが師父，テッサロニキのダーヴイド。東方よりサロ  
ニキに到り，町の近郊で隠修生活に入った。アーモンドの枝の間に自分の寝床  
をつくり，そこを訪れる者たちを，放いの講話で喜ばせた。540年ごろのこと  
である」。   




シヤームションに委ねた。541年に没した」。   
3／14 「聖ベネデク神父は，480年，ウンブリアのヌルシアに生まれた。若  
くして修道生活に入り，あとに従う多くの看たちのために，モンテ・カッシー  
ノに修道院を建て，厳格な規則を定めた。それは今日でも，すべての西方修道  
会の規則の基礎となっている。543年に没した」。   
9／29 「聖生のツイルイェーク隠修師父。彼はコリントに448年生まれた。  
聖エウティムの弟子で，オリゲネスの異端敦説を強力に論駁した。536年のコ  
ンスタンティノポリス公会議にも出席した。555年，107歳にして没した」。  
565－578 エステイヌスⅡ   
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578－582 ティベリウスⅡコンスタンティヌス   






では四旬節第4主日に彼を記念して典礼を行う」。   







582－602 マウリキウス   
4／22 「スイケオンの聖ティヴァダールはガラーツイアのシュケオンとい  
う名の村に生まれ，同地にて修道士たちの仲間に入った。584年にアナスター   
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ズイオポリスの司教となった。村から村へと巡回して民を教化し，修道士たち  
を激励した」。   
6／15 「聖人の間に生きるわれらの師父，スイケオーンの人ティヴァダー  
ルの遺骸の移送。彼の記念は4月22日にも行う」。   
9／2 「節食者の聖ヤーノシュ。ヤーノシュ4世という名でコンスタンテ  
ィノポリスの総司教となった（582年4月12日から595年9月2日まで）。彼  
は，586年に開かれたコンスタンティノポリス地方会議での決議に基づき 〈普  
遍的総司敦〉 という称号を得た最初の人物である。聖大ゲルゲイ教皇はこれを  
不当だとしながらも，マウリティウス・アウダストウスに宛てた書簡の中で，  
彼を聖なる生涯を送りし者と呼んでいる」。   
7／12 「ゴレンドゥフのマーリア殉教女は，ある軍人の妾であった。588年  
に殉教した」。   
5／24 「奇跡の山の聖シメオンわれらの師父。シリアのアンティオキアに  
521年生まれた。ほとんど生涯を通してさまざまな高さの柱の上で暮らし，痛  
悔に勤しんだ。このために〈小柱上行者のシメオン〉 とも呼ばれる。晩年には  
アンティオキア近郊にある〈奇跡の山〉で，最も高い柱の上で45年間暮らした。  
595年に没した」。  
1／10 「聖生のわれらが師父，ドメーティアーン，メリティネの司教。マ  
ウリティウス皇帝の親類であった。皇帝は彼を使者としてペルシア王ホスロー  
の許に適わした。聖大レオが，彼の優れた教養と熱心さをほめたたえている。  
皇帝の態濾により，皇太子たちの養育者となった。600年ごろに没した」。   
7／5 「聖マールタ，奇跡行者シメオンの母。）聖マールタは，5月24日に  
記念するシメオンの母親である」。  
602－610  フォカス   





10／30 「聖ツイルヤーク，コンスタンティノポリス総司数（595－606）は，  
同時に奉仕医でもあった。彼は聖パウズイカークをスイナデーの司教に叙階し  
た」。   
3／19 「聖生のわれらが師父，コンスタンティノポリスの総司教クマーシ   
秋 山  86  
ユは，フォカス帝の時代の608年，平和裡に没した」。   




5．へラクレイウス朝（610－717）   
610－641 ヘラクレイウス（「ギリシア人皇帝」）   
5／27 「聖へツラード聖職殉教者。その殉教の日時と場所は知られていな  
い。彼の遺物は6世紀ないし7世紀に，パレスティナをペルシア人が躁鋼した  
際，コンスタンティノポリスに運ばれた」。   





12／12 「ヘラクリウス帝によるペルシア軍に対する勝利（626年）。この勝  
利が聖十字架の奪還をもたらした」。   
9／14 「聖イロナによって発見された聖十字架を，エルサレム総司教のマ  
カールが335年9月14日に祝祭行列をもって聖墳墓聖堂に運び，ここで信徒た  
ちによる，途絶えることなき 〈主よ，憐れみたまえ〉 との歌唱の間に，高く挙  
げられた。十字架は611年1月22日にべルシア人の手に落ちた。628年，ギリシ  
ア人皇帝ヘラクリウスが武器をもってこの十字架を奪還し，十字架を最初に高  
挙した記念日に再び高挙した。それ以降，この日は祝日となった」。   







う定めている水の祝福は，聖ソフィア大聖堂で毎月上旬に習慣的に行われてい   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史   
膚－∴古代学の源泉としての「メノロギオン」（2）00  87  
た儀式である」。   
4／22 「スイケオーンの聖ティヴァダールは，ガラツイアのスイケオンと  
いう名の村に生まれ，同地にて修道士たちの仲間に加わった。584年にアナス  
ターズイオポリスの司教になった。柑から村を巡り，民を教化し，修道士たち  




11／12 「施し者の聖ヤーノシュ。555年，キプロスのアマトウンに生まれる。  
606－616年の間，アレクサンドリアの大司教であった。その添え名は，彼の慈  
善的行為により得たものである」。  









〈静穏なる光〉 に始まる晩課の歌を彼の手に帰すが，多くの場合聖アテノゲー  
ンがその作者とされる」。   
8／7 「ブラヘルネの，アヴアール族および異教徒の占領からの解放。626  
年，へラクリオス皇帝の下においてである」。  








ならなかった。その首と奇跡を起こす像は，後にローマヘ運ばれたが，その像   
秋 山  学  88  
は第2ニケア（第7回普遍）公会議でも奇跡を起こすものと公的に認められた」。  
641  コンスタンティヌスⅢ・へラクロナス  
641－668  コンスタンスⅢ   












て662年，82歳のころ亡くなった」。   
8／13 「証聖者マクシムは1月21日に記念するのと同じ人物である。きょ  
うわれらの教会は，彼の遺骸の移送を記念する。ヘラグリウス帝の秘書，次い  
でスクダリの修道院長となった。流刑の地にて662年に没した」。  
11／15 「新聖タマーシュは667－669年の間，コンスタンティノポリスの総  
司教であった」。  
668－685  コンスタンティヌスⅣ   






く大いに崇敬されてきた」。   
8／9 「聖スイラールト（コンスタンティン）は674－676年にかけてコン  
スタンティノポリスの総司教であった」。  
12／8 「聖生のパタープわれらが師父。聖パタープ修道士は，エジプトの  
テーパイで7世紀に生まれた。最初は隠修生活を送っていたが，後にコンスタ   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史   
－一古代学の源泉としての「メノロギオン」（2）岬  89  
ンティノポリスに赴き，そこで多くの病人を沓跡的な仕方で癒した」。   
9／18 「奇跡行者の聖エウメーン聖生師父，ゴルテユンの司教。彼はクレ  
タ島にて7世紀に生まれた。多くの奇跡を行った」。   
2／20 「聖アガトー教皇。678年から681年にかけて母なる聖教会を導いた」。   















698－705 ティベリウスⅢ   
8／23 「聖カッリニク，コンスタンティノポリスの総司教，693年から705  
年にかけてその地位にあった」。  
6．イサウリア朝（717－867）   
717－741 レオⅢ（726－787 聖画像破壊運動第1期）   
9／21「聖ヒパート司教と聖アンドラーシュ司祭は，コンスタンティノポ  
リスにて，聖画像破壊論者のイザウリア朝レオの■下で殉教の死を遂げた」。   




ハギア・ソフィア司教座聖堂の司祭となり，その後クレタの大司教となった。   
秋 山   学  90  
720年頃亡くなった。パスカリオンに尽力した。彼の名を冠して伝わる痛悔の  
大カーノンや，その他多くのわれらの教会の歌は彼の作である」。  
1／9 「聖エウストラートは，聖画像破壊者レオ皇帝の時代，731年に殉教  
した」。  
10／10 「聖テオフイル修道士は，聖画像崇敬のためにイザウリア朝のレオ  
が容赦なく拷問し流刑に処した。当地で彼は8世紀に没した」。   
4／7 「聖生のジェルジュ，ミュティレネの司教われらが師父。聖ジェル  
ジュはレスボス島のミュティレネにてイザウリア朝のレオによる聖画像破壊に  
抗して成功裡に闘い，それゆえ流刑に処せられた。流刑地にて735年に没した」。   
2／22 「聖生のペーテル修道士とアタナーズ。イザウリア朝のレオの下，735  
年にイコニウムにて殉教した」。  
10／26 「コンスタンティノポリスの大地震。われらの輿礼書が今日言及し  
ているこの地震は，最初の聖画像破壊論者であるイザウリア朝のレオ皇帝の時  
代，740年に起こった。帝都の諸聖堂や修道院の大部分は廃墟と化し，この惨  
事は非常に多くの人的犠牲をも招いた」。   
4／12 「聖生のバズイル証聖者われらの師父。バリオンの司教。へレスボ  
ントスの小ミュシア，プロポンティスに近いバリオンで聖画像破壊論者に抗し  
て闘争を展開した。鞭打たれ，投獄され，追放されて，流刑の地にて736年に  
没した」。   









74卜775 コンスタンティヌスⅤコプロニュモス（「糞皇帝」）   
2／27 「聖生のわれらが師父，デカポリスのプロコプ証聖者。ゲネサレト  
湖のかなたにある 〈10都市〉 と呼ばれる地方に生まれた。修道士であり，聖画  
像崇敬のために実に多くの迫害を被った。750年ごろに没した」。  
10／17 「クリズイスの聖アンドラーシュ聖生殉教者。クレタ島に生まれ，   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  











775－780 レオⅣ  












という添え名で請えられる」。   
2／20 「聖生のわれらが師父，カターナの司教。イタリアのラヴェンナに  
生まれた。アエトナ火山の近郊に生き，780年ごろ成人にふさわしく没した」。  
780－797 コンスタンティヌスⅥ  





10／12 「崇敬に値するコズマわれらの師父。マイユーマエの司教，数多く   
秋 山  学  92  
のカーノンを作った詩人の記念を，スラヴ教会は今日おこなう」（10月14日を  
見よ）。スプトニクにも  
12／28 「聖ティヴァダール，コンスタンティノポリスの総司敦。767－786」。  






宰した。議事進行役はコンスタンティノポリス総司教タラーズであった」。   
7／13 「サーヴァ修道院の聖イシュトヴァーンは，ダマスコの聖ヤーノシ  
ュの兄弟の子で，エルサレムの聖サヴァ・ラウラの修道士で，ここで司教にも  
なった。794年に69歳の生涯を閉じた」。   




10／28 「崇敬に催するわれらの師父，サーヴァ修道院のイシュトヴァーン，  
カーノン詩人は，797年に聖サーヴァ修道院が破壊され，サーヴァ修道院の師  
父たちが殉教した際の目撃者で，彼はこの出来事を直ちに書き物に残した」。  
797－802 イレネ  
1／4 「聖テオクテイスト，シチリア・ククモスの修道院長は，800年ごろ  
生きた」。  








802－811 ニケフォロスⅠ   
2／25 「聖人として生きるコンスタンティノポリス総司教聖タラーズ。コ   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
〟】■！r代学の源泉としての「メノロギオン」（2）｝  93  
ンスタンティノポリスの貴族の裔で，まず執政官となり，ついで7錮年からコ  
ンスタンティノポリスの大司教・総司教となる（784－806）。前半生に聖画像  








81卜・813 ミカエル・ランガベ   
4／4 「ストウデイオス修道院長の聖プラートーは812年に没した」。〈サク  
デイオン修道院長；オストゴロ239頁，テオドロスのおじ〉  
813－820 アルメニア人レオV（814－843 聖画像破壊運動第2期）   




820年に没した。神により，多くの奇跡を行った」。   
4／2 「聖生のわれらが師父，奇跡行者ティトス。コンスタンティノポリ  
スないし近郊の，司祭にして修道院長であった。聖画像崇敬を主張し，8世紀  
から9世紀にかけて成功裡に闘いを進めた」。   
4／18 「聖コズマ，カルケドンの司教。アルメニア人レオの時代に生きた。  
816年に没した」。  
1／22 「聖マヌエル，ドリアノポリスの司教は，多くのブルガリアの同志  
国民とともに，アルメニア人レオの下で818年，カトリック的倍仰に留まった  
ために処刑された」。   
3／28 「聖生の奇跡行者イシュトヴァーン，および年少のヴイドール。ト  
リグリオンの聖イシュトヴァーンは聖画像破壊論者が迫害し，鋸6年に没した。  
〈年少の〉 とも呼ばれる聖ヴイドール（ヒラリオン）はアジアのベレチェテス  
修道院の長であった。832年に没した」。   
5／23 「聖生のわれらが師父，ミハーイ，シンナードンの司教，証聖者。  
聖タラーズの修道院の－修道士である聖テオフエラクトとともに修道士であっ   










820－829 ミカエルⅢ（トラウルス・パルボ）   
3／20 「聖生のわれらが師父，カターニアの司教，ヤーコプ証聖者。彼は  
修道士から司教となった。聖画像破壊論者から多くの苦雉を蒙った。822年に  
没した」。   





に亡くなった」。   
3／13 「聖ゲーザ（ニケフォロス）司教。アルメニア人レオの頃，815年3  
月13日に追放に処された。聖画像崇敬の側についたためである。826年6月2  
日に追放地にて没した。その遺骸は846年，メトード総司教のもとコンスタン  
ティノポリスに戻された。その死の記念は6月2日に執り行う」。   









長に選出された。ここから後に，ストウデイオスによって建てられたストウデ   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  






頁。   




829－842 テオフイルス   
9／28 「聖ヴュンツェル，チェコ公は829年，聖ルドミッラ，およびプラハ  
近郊でサヴァ修道院を統括していた聖プロコプ神父とともに殉教の死を遂げ  
た。ギリシア典礼に従う人物であった」。   
3／8 「聖生のわれらが師父，テオフイラクト証聖者，ニコメディアの司  
教。コンスタンティノポリス総司敦聖ダラーズがニコメディアの司教に叙階し  
た。アルメニア人レオ皇帝が，聖画像崇敬のゆえに流刑に処し，30年間にわた  
る苦難の後，832年に流刑地にて没した」。   
8／8 「聖エミル証聖者。アルメニア人レオ皇帝のころに聖画像崇敬のか  
どで多大な迫害を受けた。黒海沿岸のキュズイケの司教であったが，流刑の地  
にて836年ごろ没した」。   
5／28 「聖ニケタス（ニキタ）はカルケドンの司教であり，836年に没した」。  








842－867  ミカエルⅢ   
四旬節第1主日 「正統教義もしくは真なる信仰の日曜日。イザウリア朝の  
ギリシア人皇帝レオは，イスラム教徒とユダヤ教徒の共感を得るために，聖画   












これを記念する意味で，この日は〈正統教義もしくは異なる信仰の日曜日〉 と  
呼ばれている」。   
7／31「真生の聖エウドキム。カッパドキアで貴族階級（パトリキ）の両  
親のもとに生まれ，非常に篤信の生涯を送った。彼の死後，神は非常に多くの  
奇跡をもって彼を讃えた。843年ごろ没した」。   













12／27 「焼印を押された聖ティヴァダール証聖者。10月11日に記念する烙  
印の聖テオファーンの兄弟である。聖画像破壊論の異端者が，彼のひたいに焼  
印を押した。エルサレムの聖サーヴァ修道院の修道士であった。アルメニア人  
レオ皇帝（813－820）が鞭打ちの刑に処した後彼らを追放したが，皇帝の死後，   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  
－1㌧代学の源泉としての「メノロギオン」（2ト…－  97  
彼らは召還された。テオフイル皇帝（829－842）の下でも彼らには同様の運命  
が襲い，ティヴァダールは牢獄で842年以前に没した」。   


















に始まる（夜半課）の祈棒は，聖ヨアンニクの手になるものである」。   
6／6 「新たな聖ヴイドール（ヒラリオン）は775年にカッパドキアに生ま  
れ，806年から飢1年の間，コンスタンティノポリスの著名な修道院の長を務め  





はこの職務をもう争いなく務め終え，彼は845年に没した」。   
6／14 「聖メトデイオスは，8世紀の末にシチリア島のシラクサで生まれ  
た。821年にコンスタンティノポリス総司教ニケフォロスがローマ教皇パスカ  
ルⅠ世の許に，重要な使命を帯び遣わされた。教皇は聖画像破壊論を撃退する  
という使徒的使命を彼に与えて，バルブス■ミカエルのもとに送った。皇妃テ   
秋 山   学  98  
オドーラのときに総司教の地位を復権し，846年に没した」（cf．コンスタンテ  
ィノポリス総司教として，843－847の間メトデイオスⅠ世となる）。   
4／18 「聖生のヤーノシュわれらが師父，デカポリスの聖ゲルゲイの弟子。  
聖画像破壊論・者に抗して隣った。850年，平和裡に没した」。   




7．マケドニア朝（867－1081）   






10／15 「テツサロニケの若き聖エウティム証聖者。聖キリル・メトデイオ  
スの9世紀における同時代着で，彼の塑性は著名であった。ミクローシュⅠ世  
教皇が，フォティオスによる教会分裂に抗しての彼の熱意に，賛辞をもって言  
及している」。   











怨漁により，モラヴイア人のもとに赴き，次いでブルガリア人をも訪ねた。ス   
ビザンティン典礼健から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  










月7日）行われる」。   










12／15 「畢生のわれらが師父，ラートリスのパール。ラートリスのパール  
はビテユニアのオリエンボスに近いラートリスという山で9世紀に痛悔の生を  
生きた。その名声は大変なもので，教皇が彼の生の塑性を学ぶために修道士を  
遭わしたほどであった（882没）」。   








そのためにクレタ島に赴いた。820年にコンスタンティノポリスに戻り，大い   














886－912 レオⅥ（賢人）   







に入った」。   
8／17 「カラブリアの聖エリヤは，903年ごろイタロ・ギリシア典礼の修道  
士であった」。  








に知らせた。この日から疫病は終焉した。知恵者レオはこの日を祝日と定めた。   
ビザンティン典礼暦から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  




らは今日，おとめマリアを 〈ハンガリーの大聖母〉 として記念するが，これは  
聖母のとりなしが，われらの故国をたびたび守ってきたためである」。  
12／16 「聖テオファーニア皇妃。10世紀に，知恵者レオⅥ世の奏であった。  
その徳と奇跡行のゆえに名高い」。  
1／26 「聖生のティヴァダールわれらの師父，ストウデイウムの修道院長  
とその兄弟ヨージェフ。聖ティヴァダールとその兄弟ヨージェフは，896年に  
天の故郷に移された」。  
912－913 アレクサンデル  
913－959 コンスタンティヌスⅦポルフェロゲニトス（マケドニア朝ルネサンス）  
11／28 「ロゴテテス（メタフラステス），すなわち翻訳者の聖シメオンわれ  
らの師父は∴王室公務員であったが，多くの聖人伝を著した。10世紀に生きた」。   
7／12 「マレアの聖ミハーイ，聖生のわれらが師父。ラコニアに生まれる。  
アトス山の聖アタナーズの師匠であった。931年に没した」。   
8／16 「主イエス・キリストの 〈手で作られざるイコン〉が，エデッサか  
らコンスタンティノポリスに移送されたことの記念。いわゆる 〈マンデイリオ  







皇帝が958年に）コンスタンティノポリスに移した」。   
2／7 「聖ルカーチはエジプト生まれの修道士で，ローマとの一致を強力  
に主張した人物であった。フォキス近郊のステイリスという山の修道院に生き  
た。946年ごろ没した」。  
〔920－944 ロマヌスⅠレカペヌス〕  
959－963  ロマヌスⅡ  
963－969 ニケフォルスⅢフォカス（軍人皇帝）   
7／11「祝されたオルガ使徒。ロシアの皇女で，聖ウラデイーミル（アラ   




の熱心な布教者となった。90歳にして969年に没した」。   
2／5 「聖ポリュエウクト，コンスタンティノポリス総司教。956－970年  
の間，その地位にあった。957年に，ロシアの回心者の一人である聖オルガ・  
ロシア大公妃に洗礼を授けた」。  
969，12，1卜976，1，10 ヨハネスⅠツイミスケス（纂奪者）  
976－1025 バジルⅡ（“ブルガリア人殺し”）   
7／5 「聖アタナーズ聖生師父 聖アタナーズはトラペズントに生まれた。  
前半生には，ビチエニアのキュマエオンないしキュミナで修道生活を送り，後  
にアトス山に赴いて，ここで彼の名に由来する修道院（「アトスの大アタナー  
ズ・ラウラ修道院」）を建てた（962／3）。10世紀末ごろ没した」。   












はアラダールが建てたものである」。   




リスは6月24日に，聖フレブは9月5日に没した」。   
5／2 「聖ボリスとフレプの遺骸の移送。記念日は7月24日」。   
9／26 「年少の聖生ニルスわれらが師父。グロツタフェツラータ（ローマ   
ビザンティン典礼磨から読む帝政ローマ／ビザンツ帝国の歴史  





いて，11世紀初頭にその長であった」。   
c£1009年 エルサレムの総司教座，カリフにより破壊される  
1025－1028 コンスタンティヌスⅧ  
1028－1034 ロマヌスⅢアルギュルス  
1034－1041 ミカエルⅣパフラゴニアヌス   























彼の死の900年記念祭の折には，国鉄の 〈黄金列車〉 が，小ハンガリー国（ト   







表し，バーンヤイ・イェヌー教皇特命司祭・司教代理が〈聖なる右手〉 の前で  
聖体礼儀を執り行った。   
翌年，この聖遺物は同様の祝祭をもって，ハンガリーのスロヴァキア地域お  
よびルスイン民族が住む北東区域にもたらされ，1938年の秋ないし1939年の春  








104卜1042 ミカエルⅤカラファテス  
1042  ゾエ＆テオドラ  
1042－1055 コンスタンティヌスⅨモノマコス  





1078－1081ニケフォルスⅢポタネイアテス   
7／10 「キエフの洞窟修道院のアンクル師父。生まれに関してはロシア人  
であるが，修道衣はギリシアのアトス山にて1012年に身にまとった。1051年に  
故国に戻り，大ウラジミール公の許，キエフ近郊で痛悔の生を送る着たちを組  
織し，〈洞窟修道院〉 と名づけられた修道院に集めた。この業にあって同志と  
なったのは，弟子の聖テオドーズである。洞窟にて26年間を過ごした後，90歳  
で1078年に没した」。   
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に行われる」   
8／14 「崇敬に催するわれらの師父テオドーズ洞窟修道院長修道司祭の遺  
骸移送。フセヴオロード大公とヤーノシュ洞窟修道院長が，聖人の遺骸を1091  
年に洞窟から，聖テオドーズ自らが建立した聖母の聖堂に移した」。  
8．コムネヌス朝（108卜1185）   
108卜1118 アレクシウスⅠコムネヌス  





いるのだから〉 という理由で，コンスタンティノポリスの人々の虚しい議論を  
1Lめさせるよう命じ，同時にこの司教に対し，このことを明確に表すため，公  
的な祝日を設けるよう命じたという」。   










ビルスに生まれ，信仰ゆえ15世紀にトルコ人に殺された」），および合同期以降   
秋 L日  学  106  
の記念日として，11／12「ポロッキの大司教聖ヨシヤフアト，司祭殉教者」，11  
／15「マーリアポーチの最初の 〈恩寵のイコン〉 の落涙の始まり」，8／1「い  
とも聖なる神の母の，マーリアポーチの 〈恩寵のイコン〉 の最初の落涙」が加  
えられている。これらについては注（1）の拙稿を参照されたい。   
そのほか，ローマ典礼教会とともに祝う記念日として，以下のものが挙がっ  
ている。  














10／25－31の間の日曜日・キリストの王性の祝日 「教皇ピウス11世は1925  









以下，これ以外に収録されている時代不明な聖人についての記載を一括して   
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おく。  
9／4 「別の聖パピラ聖職殉教者，ニコメディアの教師と彼とともなる84人  
の子供殉教者。聖ヘルミオナとエウテーキア殉教女」。  




10／2 「聖アンドラーシュ，キリストゆえの愚者」。  
10／15 「聖サビン司教」。  
10／22 「聖アレクサンドラ，グリツェーリアと同志殉教者」。  
10／30 「聖エウトロープ殉教者は，アレクサンドリアにて殉教した」。  
11／9 「レスボスの聖テオクティスタ母」。  
11／26 「聖ヤカブ隠修士」。  




1／12 「聖生のエウプラクシア」。  
1／18 「キュルスの聖マルキアーン」。  
2／21「聖生のわれらが師父，シンポロンのティモート。われらの教会の書  
物は単に彼の名のみ留めている」。  
2／28 「聖生のマリナ，ツイラおよびドムニカわれらの母。聖なる婦人たち  
に関しては，その名前以外に他の事柄は知られていない」。  
3／22 「聖生のイジャーク修道士」。  
3／24 「聖ザカリアーシュと，聖生の同志聖ヤーコプ。コンスタンティノポ  
リスのカリシオス門（西北部）に近い修道院に生きた。年代は不詳」。  





4／2 「聖ポリカールプ殉教者」。  
4／11「聖生のファルムトわれらが師父」。   
秋 山  学  108  
4／15 「聖クレスケンス殉教者。聖ミクローシュの町，リュキアのミュラに  
て焚刑に処せられた」。  
4／17 「聖パフヌト聖職殉教者。司教であった。まだ皇帝が異教徒であった  
時代に生き，殉教の栄冠をかち得た」。  




4／29 「キュジコスの9人の聖なる殉教者。その名はテオグニス，ルフス，  
アンティパテール，テオステイクないしエウテイク，アルテーマース，マグヌ  
ス，テオドート タウマールそしてフィレモンである。彼らの殉教の日時は知  
られていない」。  
「聖生の奇跡行者メムノーンわれらの師父」。  
6／22 「聖ガラクティオンとユリアンナ殉教女」。  
7／5 「聖ランバス奇跡行者師父は，イレノポリスに生きた」。  
7／7 「聖生のわれらが師父，マレオスのタマーシュと梯子の人アーコシュ。  
ラコニアのマレウス山に生きた。数多くの奇跡を行った」。  
7／24 「聖フアンティン医師」。  
7／29 「聖セラフィナおとめ殉教者」。  
8／19 「聖ティモート殉教者は焚刑に処せられ，アーゴタとテクラは，ガザ  
公ウルバンの命令により野獣の前に引き出された」。  
8／23 「聖イレーン，スイルミウムの司教，聖職殉教者。パンノニア州，ク  
ロアティアのミトロヴイツツアにて殉教した」。  
1なお，11世紀以降の人物としてギリシア・カトリック教会の「メノロギオン」   
に加えられた聖人たちに関しては，統一性を重んずる意味で，拙稿「聖バジリ   
オ修道会の形成と展開㌦ハンガリーの場合を中心に㌦」（『地域研究』掲載予定，   
筑波大学大学院人文社会科学研究科国際・地域研究専攻，2009．3）に加えた。  
2 普遍的救済論の概略については，拙著『教父と古典解釈一予型論の射程－』（創   
文社，2001年）を参照。   
